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リゴ糖，多糖などを有効利用する際に重要である。本研究で用いた Streptomyces coelicolorは glycoside 




　ファミリー 27と 36の α-ガラクトシダーゼの分子量はそれぞれ 64 kDa，58 kDaであった。また，精



























　またファミリー 36の α-ガラクトシダーゼに関しては，3，4糖には作用するものの 2糖であるメリビオー
スには作用しなかったことから，本酵素は基質を認識する際にガラクトースだけではなく，ガラクトース以
外の糖の種類や大きさも認識していると考えられた。更にこのような基質の認識機構の一部を明らかにした
ことで基質特異性の厳密性の向上の可能性が示唆され，基質特異性のコントロールによる α-ガラクトシダー
ゼの実用化のための今後の研究の発展が期待される。
　よって，著者は博士（農学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
